
 
 

 
 

令和５年度 安定ヨウ素剤事前配布会の開催について 
 
日立市、那珂市及び東海村にお住いの方のうち、東海第二原子力発電所から概ね５ｋｍ圏

（PAZ）内の方を対象に、平成２７年度から原子力防災指針に基づき安定ヨウ素剤を配布して

おります。今年度、事前配布している安定ヨウ素剤（丸剤）が使用期限を迎えるため、PAZ内

全住民を対象に新たな期限（令和１０年３月）の安定ヨウ素剤を配布します。 

つきましては、安定ヨウ素剤事前配布会を下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 

記 
 

１ 対象者 

・ PAZ内の全住民  

 対象地域 対象者数（世帯数）（令和５年１月末現在） 
日立市 久慈学区、大みか学区、坂下学区 23,667人（11,741世帯） 

那珂市 本米崎 948人（417世帯） 

東海村 全域 38,670人（17,046世帯） 

計 63,285人（29,204世帯） 

※ひたちなか市は、市が独自で市内全域で配布しているため対象外となっています。 

 

２ 開催案内 

対象者には、個別に開催案内を郵送しております。 
 

３ 事前配布会 

（１）実施日程 

実施日 受付時間 会場 所在地 

6月4日（日） 9:00～11:30 

13:00～16:30 

大みか小学校体育館 日立市大みか町3－19－15 

6月11日（日） 総合福祉センター「絆」 那珂郡東海村村松2005 

6月21日（水） 11:00～18:30 
東海村役場行政棟５階 

原子力視察研修室 
那珂郡東海村東海3－7－1 

6月25日（日） 

9:00～11:30 

13:00～16:30 

本米崎公民館 那珂市本米崎1513 

7月2日（日） 坂本小学校体育館 日立市南高野町3－21－1 

7月9日（日） 総合福祉センター「絆」 那珂郡東海村村松2005 

8月6日（日） 久慈小学校体育館 日立市久慈町1－23－1 

資料提供 
令和５年５月25日（木）保健医療部医療局薬務課 
 課長 長洲 敦子 
 担当 技佐 花塚 寿美 
 連絡先 029-301-3384（内3383） 



 

（２）実施方法 

・ 「受付→安定ヨウ素剤の服用方法等の説明→チェックシートによる既往歴等の確認→（必 

要に応じて）問診→配布」のサイクルで、１サイクル約20分程度を想定。 
・ 以前配布を受けた方など既に説明を受けている方は、説明の受講省略可。 
・ 既に安定ヨウ素剤（丸剤）をお持ちの方は、新しい薬剤と交換。 

（３）会場の取材について 

配布会の取材については、会場等の都合により、６月４日（日）のみの対応となりますので

御協力をお願いします。 
なお、取材にあたっては、参加者のプライバシーに御配慮をお願いします。 

 

４ 市・村問合せ先 

 ・ 日立市総務部防災対策課原子力安全対策室  電話０２９４－２２－３１１１（代表） 
 ・ 那珂市市民生活部防災課          電話０２９－２９８－１１１１（代表） 
 ・ 東海村村民生活部防災原子力安全課     電話０２９－２８２－１７１１（代表） 
 

５ その他 

事前配布会以外の受け取り方法として、令和２年度より指定薬局（令和５年４月１日現在、

日立市、東海村、那珂市、ひたちなか市で計84薬局）での安定ヨウ素剤配布（いわゆる薬局

配布方式）を実施しております。原則、指定薬局の営業時間内であればいつでも受け取りが

可能です。対象者には、個別に指定薬局の一覧を案内しております。また、薬務課ホームペ

ージでも確認できます。 
ＵＲＬ：http://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yakumu/yakumu/yoso/yoso.html 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
＜参考＞ 
○ 平成30年度～令和４年度配布状況（令和５年３月末現在） 

 全対象者数 
配布者数 

配布率 
H27～29年度

配布率 総数 うち３歳未満 

日立市 23,664人 10,705人 270人 45.2% 50.9% 

那珂市 948人 573人 16人 60.4% 68.8% 

東海村 38,540人 17,961人 829人 46.6% 53.5% 

合計 63,152人 28,239人 1,115人 46.3% 52.8% 

※全対象者数は、令和４年６月末の住基データを基に作成しています 
○今回配布する安定ヨウ素剤 
 

 
 
 
・ 画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【安定ヨウ素剤とは】 

原子力災害の際、大気中に放出された放射性ヨウ素が体内に取り込まれると、その一部が甲状

腺に蓄積して内部被ばくが起こり、甲状腺がんなどを発生させるおそれがあります。 

「安定ヨウ素剤」は、「放射性ヨウ素」が甲状腺に取り込まれるのを抑え、甲状腺の内部被ばく

を予防・低減する効果のある医薬品で、丸剤、ゼリー剤、粉末（服用時に液剤に調製）の３つの

タイプがあります。 

【安定ヨウ素剤の配布について】 

 茨城県及び関係市・村（日立市、那珂市及び東海村）では、「原子力災害対策指針」等に基づき、

東海第二発電所から概ね５ｋｍ圏（PAZ）内の方に対し、安定ヨウ素剤を事前配布します。 

 この地域にお住まいの方は、原子力災害時には、放射性物質の放出前に直ちに避難することに

なりますが、その際、必要時に滞りなく服用していただけるよう事前にお配りするものです。 

配布会では、「原子力災害と安定ヨウ素剤」、「安定ヨウ素剤の効果や服用の適否等」についての

説明後、記載いただいた既往歴等のチェックシートの内容を確認し、医師等が服用の適否を判断

した上で配布します。 
 

［ヨウ化カリウム丸］ ［ヨウ化カリウム内服ゼリー］ 

            

写真提供 (株)日医工 


